
◎ 書類を作成する際は、この手引きを参照しながら記載してください。

補助金申請の手引き
－ 「郡⼭市飼い主のいない猫の不妊去勢⼿術費補助⾦」 －

１．団体を登録するための⼿続き
（提出する書類） （添付する書類）

ステップ

①
□ 給餌及び猫用トイレ設置場所の地図
□ 預⾦通帳の写し
□ その他（ ）
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２．補助⾦の交付を受けるための⼿続き
（提出する書類） （添付する書類）

⼿術場所（動物病院）の決定
▼

ステップ

②
□ 事業計画書（⼿術実施前の写真を含む）
□ 収支予算書
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▼

保護（捕獲）

▼

動物病院で⼿術

▼

元の場所に戻す

▼

ステップ

③
□ 事業実績書（⼿術実施後の写真を含む）
□ 収支決算書
□ 動物病院が発⾏した領収書の原本⼜は写し
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▼
指定口座へ振込
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補助⾦等
交付申請書

補助事業等
実績報告書

飼い主のいない猫対策
団体登録申請書

⼿続きの流れ

作成年⽉日 2024.12.23

●補助⾦交付申請の総額が
予算の上限に達し次第、
交付申請書の受付を終了しますので
必ず事前にご相談ください。

●書類の書き方が分からないときは
空欄のままで構いません。
書類を受け付ける際に、内容を確認
しながら記入していただきます。

注意事項



１．団体を登録するための⼿続き

① 飼い主のいない猫対策団体登録申請書

団体名の付け方は自由で
す。

郡山市内在住者を含む３名（３
世帯）以上について、１名を代
表者、残り２名以上を管理者と
して記載してください。

連絡がつきやすい電話番号を記載して
ください。

書類の提出日を記載してください。

直筆の場合は押印不
要です。

給餌時間以外は必ず片付けてください。
（他の猫や野生動物を誘引してしまうことがあります｡)

開始年月日は遡っていただいて構いません。
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２．補助⾦の交付を受けるための⼿続き

② 補助⾦等交付申請書

収支予算書の金額に
あわせてください。

書類の提出日を記載してください。

直筆の場合は押印不要です。

手術実施予定日以降の年月日
を記載してください。

書類の提出日を記載
してください。
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事業計画書

手術の実施を予定して
いる動物病院について
記載してください。

✓

✓

✓

手術の実施を予定して
いる猫について記載し
てください。

「手術の実施前における対象の猫の全体像が確認できるＬ版以上のカ
ラー写真」を貼付してください。

4

手術対象の猫が複数いる場合は、
猫ごとに記載してください。

※ この「事業計画書」は
猫一匹につき一枚作成してください。



収支予算書

● 補助金の対象となる経費は、不妊去勢手術費のみとなります。
（ワクチンや駆虫薬等は補助金の対象となりません。）

● 補助額は手術費の２分の１、補助限度額（上限）は次のとおりです。
メス１頭 ８，０００円
オス１頭 ４，０００円
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③ 補助事業等実績報告書

書類の提出日を記載してください。

直筆の場合は不要です。

書類の提出日を記載してくだ
さい。

「補助金等交付申請
書」の提出日を記載
してください。
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「交付申請書」提出後に通知を受
ける「補助金等交付決定通知書」
を参照して記載してください。



事業実績書

「手術の実施後における対象の猫の全体像が確認できるＬ版以上の
カラー写真」を貼付してください。

手術済みであることの目印として
耳介先端部の一部をＶ字型に切除する※

オス猫 → 右耳

メス猫 → 左耳

※ ただし、特別な理由があると
認められる場合を除きます。

手術を実施した動物病院
について記載してくださ
い。

手術を実施した猫につ
いて記載してください。
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✓

✓

✓

手術対象の猫が複数いる場合は、
猫ごとに記載してください。

※ この「事業実績書」は
猫一匹につき一枚作成してください。



収支決算書

● 補助金の対象となる経費は、不妊去勢手術費のみとなります。
（ワクチンや駆虫薬等は補助金の対象となりません。）

● 補助額は手術費の２分の１、補助限度額（上限）は次のとおりです。
メス１頭 ８，０００円
オス１頭 ４，０００円

8



よくある質問

■ 団体の登録手続き関係

Ｑ．団体を構成する３名（３世帯）は、全員、郡山市内在住者でないといけませんか？

Ａ．少なくとも１名（１世帯）は、郡山市内在住者である必要があります。

地域猫活動は、猫の寿命がある限り毎日続くものであり、その地域住民の方々が主体
となって活動することを想定しています。このため、団体を構成する３名（３世帯）につ
いては、全員、その地域住民（郡山市内在住者）であることが望ましいと考えています。

Ｑ．郡山市内在住者を含む３名（３世帯）は親と子など同居世帯でもいいですか？

Ａ．郡山市内在住者を含む３名（３世帯）は別世帯とするようお願いしています。

飼い主のいない猫への給餌、給水、排せつ物の処理、周辺の清掃等の地域猫活動を行
うためには、地域の方々が協力し合い、複数人で行う必要があるからです。

Ｑ．この制度の利用を検討するため、町内会の関係者などに相談したいのですが、うまく
話せません。

Ａ．郡山市保健所では、地域猫活動を行おうとされている方や町内会等の関係者に対し、
必要に応じて助言を行ったり、会合に参加して説明を行ったりしていますので御相談くだ
さい。

■ 補助金の交付手続き関係

Ｑ．猫の不妊去勢手術は、郡山市外の動物病院で実施してもいいですか？

Ａ．この補助金交付制度は、郡山市の収入を財源とした本市独自の事業であることから、
市外の動物病院で実施する不妊去勢手術は対象となりません。

Ｑ．不妊去勢手術の際に、ワクチンの接種や駆虫薬の処方を受ける予定ですが、補助金の
対象となりますか？

Ａ．補助金の対象となる経費は、不妊去勢手術費にかかる経費のみです。

Ｑ．以前に実施した猫の不妊去勢手術費用も補助金の対象となりますか？

Ａ．補助金の対象にはなりません。

猫の不妊去勢手術は「補助金等交付申請書」を提出した後に実施してください。
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